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九州大学工学研究院准教授

2013年 九州大学21世紀プログラム卒（University of Michigan Global
Scholars Program修了）

2016年 糸島小水力発電（株）共同創業

2017年 国際エネルギー機関（IEA）, 国連開発計画（UNDP）特任研究員

2018年 京都大学大学院総合生存学館を第一期生として修了

博士（学術）

2018年 世界銀行東京防災ハブリサーチスペシャリスト（コンサルタント）

2018年 九州大学工学研究院馬奈木研究室特任助教就任

2020年 九州大学工学研究院/都市研究センター助教就任

2022年 G20エンゲージメントグループ（T20）委員就任

2022年 株式会社aiESG（九大発スタートアップ）共同創業/取締役

2023年 九州大学工学研究院/都市研究センター准教授就任

環境省受託研究「ESGと企業価値」研究代表者, ムーンショットプロジェクト
「DAC-U」Co-Unit長（その他研究プロジェクト複数）. ネガティブエミッショ
ンテクノロジーセンター委員、G20タスクフォースメンバー。MIT Technology 
Review 「Innovator Under 35 2024」受賞

福岡に小水力発電所を導入, 企業, 自治体の持続可能性評価。研究と実務の架け
橋として活動。



最新研究紹介
企業の気候変動対策が資本コストを低減させることを解明  

~日本企業2100社を対象としたデータ解析より関係性を明らかに~ （Published in Top 1 % Journal)
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サプライ

チェーンを遡り、

多岐にわたる

ESG影響を

見える化。

CO2

Well-being

Sustainable impact

Future risks
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Research and Practice



小水力発電事業
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フィールドが大切



学び/研究を実践に活かす
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各要因の重要度



**Highly Confidential. Not To Be Distributed Further Without Authorisation of the Sender.**

サステナビリティ-包括的な可視化が求められている
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アメリカでのバッテリー生産による、世界中の労災リスク時間の分布

100時間

2030年のアメリカEV（シミュレーション）

2021年のアメリカEV（実際）
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